
日 韓共 同 理工 系学部留 学生プ ロ グ ラ ム報告
(2008年 4 月 ---2009年 3 月 )

副 島 健治

1 はじめに

1998年 の 日 韓首脳会議 に お け る 1 2 1 世紀 に 向 け た 新 た な 日 韓パ ー ト ナー シ ッ プ」 の構築 の 合意 に 基

づき， 具体的な行動計画 と し て 「 日 韓共 同理工系学部留学生事業」 が立ち 上 げ ら れた。 こ の事業は韓国

で選抜 さ れた高校卒業生 を 留学生 と し て 日 本の 国立大学の理工系学部が受 け入れ る プ ロ グ ラ ム で あ る 。

1 999年 に第一期 生 の 募集が開始 さ れた 。 富 山大学で は こ れ ま で ， の べ 7 人 を 受 け入れて き た 。 本事

業 に よ っ て配置が あ っ た学生(以下， 1 日 韓生」 と す る ) を 本学 に 受 け入れた年度 は， 200 1 年度( 2 期 生

4 人) ， 2003年度( 4 期 生 1 人) ， 2004年度( 5 期 生 1 人) ， 2006年度( 7 期生 1 人) で、 あ っ た。

2 2008年度の本事業によ る 富 山大学への学生配置について

2008年度 の 富 山大学の 理 ・ 工学部 の 受 け入れ可能数 は各学科 の 合計人数で 16人で あ っ たが， 残念な

が ら 2008年度の 日 韓生の配置はなか っ た 。

3 富 山 大学配置の 日 韓生の様子

2 期生 はすで に卒業 し大学院 を経て， 現在 は 日 本 あ る い は韓国で社会人 と し て活躍 し て い る 。 4 期 生

は2007年 3 月 に 学部 を 卒業 し 本学の大学院 に在学 し て い る が， 2008年 1 2 月 に 帰国後， 兵役入隊 し た 。

そ の こ と に よ る 約 2 年間 の研究の 中 断 と 将来の就職 に 対す る 不安 を 抱 え て い る 。 ま た ， 5 期生 も 順調 に

学業 を修め， 進学希望先 で あ る 大学院に合格 し た 。 現在の本 プ ロ グ ラ ム の学部在籍者は 7 期 生 1 人 で あ

り ， 富 山大学の工学部 の 学生 と し て勉学に励んで い る 。

4 日 韓共 同 理工系学部留 学生事業受入れ方法検討 ワーキング

4.1  構成員

日 韓共同理工系学部留学生事業の本学にお け る プ ロ グ ラ ム を 円滑 に遂行す る た め の準備な ど を行 う 「 日

韓共同理工系学部留学生事業受入れ方法検討 ワ ー キ ン グJ (以下 「 日 韓W G J と す る ) が200 1年 4 月 に 立

ち 上 げ ら れ， 若干の メ ンバー の交代 を経て現在 に 至 っ て い る 。 2008年度の メ ンバーは石川義和(理学部，

日 韓W G の長) ， 宮武滝太(工学部) ， 加藤扶久美(留学生セ ン タ ー) ， 副 島健治(留学生セ ン タ ー) ， 飯野 る

み子(学生支援 グルー プ留学支援チーム) の 5 人で構成 さ れ， 面IJ 島が コ ーデ:ィ ネー タ ー を務 め て い る 。

4 .2  日 韓W G の ミ ーテ ィ ング

2008年度 は以下 の よ う に ， 日 韓W G の ミ ー テ イ ン グが 4 回持たれた。

0第四 回 日 韓W G ミ ー テ ィ ン グ 2008年 5 月 26 日 (月 ) 9 :30-10 : 20 (場所 : 留学生セ ン タ ー長室)

参加者 : 日 韓W G メ ンバー

[報告事項]

砂 日 韓 プ ロ グ ラ ム 学部在学生( 5 期 生， 7 期 生) の 状況報告

砂 本学大学院 に進学 し た 4 期 生 の そ の後の状況 に つ い て

[審議事項]

砂 日 韓共 同理工系学部留学生事業協議会(於 : 横浜国立大学)参加 に つ い て

砂 「平成20年度 日 韓共 同理工系学部留学生事業推進 フ ェ ア J (以下， 推進 フ ェ ア と す る ) への参加 に

つ い て
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砂 推進 フ ェ ア参加 の た め の準備 に つ い て

0第20 回 日 韓W G ミ ー テ ィ ン グ 2008年 6 月 1 7 日 (火) 1 5 :00-17 :00 (場所 : 留学生セ ン タ ー長室)

参加者 : 日 韓W G メ ンバー お よ び推進 フ ェ ア へ の参加予定者

[報告事項]

砂 推進 フ ェ ア へ の参加者決定 の報告

砂 日 韓共 同理工系学部留学生事業協議会(横浜国立大学主催)参加者決定 の報告

[審議事項]

砂 日 韓共 同理工系学部留学生事業の本学の 「受入れ可能数お よ び予備教育の実施方法J (文科省調査)

回答確認

砂 推進 フ ェ ア への取 り 組み に つ い て

0第21 回 日 韓W G ミ ー テ イ ン グ 2008年 7 月 8 日 (火) 1 5 :00-16 :30 (場所 : 留学生セ ン タ ー長室)

参加者 : 日 韓W G メ ンバーお よ び、推進 フ ェ ア へ の参加予定者

[報告事項]

砂 推進 フ ェ ア へ の参加者一部変更 に つ い て

砂 新潟韓国教育院の 院長の富山訪問 の報告

[審議事項]

砂 「 日 韓 プ ロ グ ラ ム 推進 フ ェ ア ・ ア ン ケー ト 」 へ の 回答 に つ い て

砂 推進 フ ェ ア へ の取 り 組み に つ い て

砂 富 山大学， 理学部 ・ 工学部の 「案内J (韓国語版) に つ い て

0第22 回 日 韓W G ミ ー テ ィ ン グ 2009年 2 月 2 日 (月 ) 1 5 :00-16 :30 (場所 : 留学生セ ン タ ー長室)

参加者 : 日 韓W G メ ンバー

[報告事項]

砂 2008年度推進 フ ェ ア への参加報告

砂 2008年度 の活動 の総括

砂 2009年度 の 日 韓生配置 の見通 し (文科省か ら の 照会) に つ い て

砂 2009年度の事業の見通 し に つ い て

[審議事項]

砂 2009年度 の推進 フ ェ ア への取 り 組み に つ い て

砂 日 韓生の配置が あ っ た場合の予備教育 に つ い て

4 . 3  その他の 活動

0富山大学理学部 ・ 工学部 P R の た め の調査 [ 8 月 7 日 (木) 1 1 : 30-12 : 30J 

後述 の 2008年度 の推進 フ ェ ア へ の 出発 に 先 立 つ て は， 推進 フ ェ ア 参加者 と 日 韓W G の メ ンバー

の 一部で、富山大学オー ブρ ン キ ャ ン パ ス (工学部) を見学 し ， 富 山大学の理工系学部 を ア ピ ー ルす る 材

料 と し て 「富山大学 に 惹 き 付 け る も の 」 を 調査 し た 。 こ の活動の成果は推進 フ ェ ア会場 に お け る 富

山大学ブー ス の デ ィ ス プ レイ は生か さ れた。

0推進 フ ェ ア 直前最終打ち 合わせ [ 8 月 25 日 (月 ) 11  :00-12 :00J 

工学部の篠原研究室 に お い て ， 推進 フ ェ ア へ の参加者 と 日 韓W G の メ ンバー の 一部で， 推進 フ ェ

ア 出発直前の最終打 ち 合わ せ を 行 っ た。

0推進 フ ェ ア 報告会 [2008年 9 月 9 日 (火) 16 :30-17 : 30J 

推進 フ ェ ア を終えて帰国 し た後， 推進 フ ェ ア 参加者 と 日 韓W G に よ る 学 内 向 け の 「報告会」 を 開

催 し た (場所 : 共通教育棟20 1教室)。
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5 平成20年度 日 韓共 同 理工系学部留学生事業推進 フ ェ ア

韓国側の パ ン フ レ ッ ト に は 12008年度 日 本大学入学志願説明会」 と な っ て い る 。 本事業 の第10期生

筆記試験合格者1 50人 と 保護者お よ びそ の 関係者を対象 と し て ， 下記 の 日 時 ・ 場所で 開 催 さ れた。 日 本

か ら 36の 国 立大学が参加 し た (資料展示 の み の 7 大学 を含む)。

日 時 : 2008年 8 月 30 日 (土) 9 :00.-...- 17 : 00 

場所 : 国立国 際教育院 ( 旧 名 称 : 国 際教育振興院) (所在地 : 韓国Seoul特別市鐘路 区東崇洞 181)

' 主管 : 韓国国立国際教育院， 日 本国文部科学省， 日 本大学連合会

本学か ら は篠原寛明 (理工学研究部) ， 小竹 香(工学系支援 グルー プ) ， 副 島健治(留学生セ ン タ ー) の3人キム ド ッ キ ュ ン
が参加 し ， 富 山大学経済学部 で の 交換留学 を 終え た ばか り の 金 徳均君(江原大学校経済学部貿易学科

4 年) も ボ ラ ン テ ィ ア で 手伝 い に駆けつ けて く れた。

推進 フ ェ ア の 日 程 と し て は ， 午前 中 は全体 に対す る 説明 会が講堂で行われ， 午後は本事業 の 第 10期

採用 予定者 を対象 と し て各参加大学の ブー ス に お い て通訳 を介 し て説明が行われた。 本学の ブー ス へ は

10人の訪問が あ っ た。

6 おわ り に

こ の事業 に お け る 日 本の 国立大学へ の 日 韓生の配置は， 日 本留学希望生徒が 「志望調査」 で ど の大学

を望んだか に よ り ほ ぼ決定 さ れ る 。 し たが っ て受 け入れよ う と す る 日 本 の 国立大学は， 自 大学が留学希

望者の希望大学 と し て選 ばれ る よ う に 努 力 す る こ と が求め ら れ る 。 こ れ ま で ， 富山大学 と し て本事業 に

よ る 韓国 人留学生が配置 さ れ る よ う に努力 し て き た が， 実 際 に は配置学生数 は伸びなや んで い る と言わ

ざる を得な い 。

本事業 は 1 0年計画で 開始 さ れた フ ロ グ ラ ム で あ る 。 し か し ， 正式な連絡 を 受 けて は い な い も の の ，

こ れか ら も 継続す る こ と が決定 さ れた よ う で あ る 。 こ れ に つ い て は2009年度 の 全国協議会で 明 ら か に

さ れ る と 思わ れ る 。

今後は ， ( 1 ) 日 韓W G の位置づ け を 本学 内 の 組織 と し て よ り 明確 に し ， ( 2 ) 国 際戦略の観点か ら 富 山

大学の将来像 を 考 え る 上で ， 1 日 韓共 同理工系学部留学生事業」 を視野 に入れ， さ ら に積極的 に取 り 組

んで い く こ と が望 ま れ る 。
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